















　When adopting a strategy for a business dealing with a social problem or local problem 
solutions, it can be conceptualized from the perspective of marketing. Here a theoretical 
examination is done to gain a deeper understanding of the problems encountered in social 
businesses. Therefore redefinition and conceptual rearrangement of social businesses are 
attempted. This is based mainly on precedent white paper studies of medium and small-sized 
businesses. To advocate social responsibility and social contribution, a strategy is formulated 
with the help of marketing studies. I build a framework for an organization to run smoothly, 
while discussing two major logical constructs and social business marketing concepts.
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　 こ れ ま で に、 大 企 業 は 顧 客 満 足、 消 費 者 志 向、 さ ら に CSR（Corporate Social 
Responsibility）などの概念を高らかに掲げて行動をしてきた経緯がある１。最近は大企
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ル・エンタープライズの成立要件として、（１）社会性、（２）事業性、（３）革新性 を挙























名和（2015）は CSV の概念は伝統的マーケティング研究の第一人者である Kotler が提示
する「マーケティング3.0」とほとんど同様であり、基本的には CSR の考え方を踏襲して


















































CSR、CSV と中小企業の CRSV の概念があり、行政は中小企業が取り組む CRSV に対し





































メントの役割の範囲で４Ps を統合することに分かれる。さらに、市場志向研究は Narver 








　21世紀に入りマーケティング研究の第一人者である Kotler and Lee（2005）は事業の成
功と CSR を両立させる社会的責任のマーケティング「なぜよきことを行うのか」につい
て述べた本を出版した（表２）。その著書の中で、Kotler and Lee は企業が積極的に CSR
を行う目的は、①売上や市場シェアの増加、②ブランド・ポジショニングの強化、③企業






















































































































































　競争戦略の Porter やマーケティング戦略の Kotler は、CSV や CSR の概念を掲げて利
益志向で組み立てた伝統的理論を進展させる。先行研究のレビューから社会性概念を事業
が影響を与える地理的範囲と経営資源の量の２軸で分類したのが図８である。




８ Teece et al.（1997）は、ダイナミック・ケイパビリティについて、｢ 急速に変化する環境に対応する
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ている。リーダーは積極的に他の主体と連携することや地域を巻き込むことを実施するこ
とで内部と外部が一体となった理念の具現化を目指している。




























が戦略として採用する CSV や CSR は Kotler などを中心に概念化が進展している一方で、
CRSV は抽象的な概念提示の段階である。特に、重要な課題は大企業と比較して経営資源
に乏しい組織の戦略実行について適合する理論を構築することである。しかし、大企業や








Grönroos, C. and P.Voima（2013）, Critical Service Logic: Making Sence of Value Creation and 
Co-Creation, Journal of the Academy of Marketig Science, 41（2）: 133-150.
Kohli, A.K. and B.J.Jaworski（1990）, Market Orientation: The Construct, reach Propositions, 
Journal of Marketing, 54（2）: 1-18.
Kotler, P. and S.J. Levy（1969）, Broadening the Concept of Marketing, Journal of Marketing, 33
（1）: 10-15.
Kotler, P. and N. Lee（2005）, Corporate Social Responsibility: Doing the Most Good for Your 
Company and Your Cause, JohnWiley & Sons.（恩藏直人監訳『社会的責任のマーケティング』
東洋経済新報社，2007年）。
Kotler, P. and N.Lee（2007）, Marketing in the Public Secter:A Roadmap for Improved 
Performance, Pearson Education.（スカイライトコンサルティング訳『社会が変わるマーケ
ティング〜民間企業の知恵を公共サービスに活かす』英治出版，2007年）。 
Kotler, P., H.Kartajaya and I.Setiawan（2010）, Marketing 3.0: From Products to Customers to 
the Human Sprit, John Wiley & Sons.（恩藏直人監訳『コトラーのマーケティング〜ソーシャ
ル・メディア時代の新法則』朝日新聞出版，2010年）。
Kotler, P., D.Hessekiel and N. Lee（2012）, Good Works!: Marketing and Corporate Initiatives 
（19）
116
大阪産業大学経営論集　第 17 巻　第 3 号
that Build a Better World…and the Bottom Line, John Wiley & Sons.（ハーバード社会起業
大会スタディプログラム研究会『グッドワークス！』東洋経済新報社，2014年）。
Kotler, P.（2015）, Confronting Capitalism, AMACOM.（倉田幸信訳『資本主義に希望はある〜
私たちが直視すべき14の課題』ダイヤモンド社，2015年）。
Lazer, W.（1969）, Marketing Changing Social Relationships, Journal of Marketing, 33（1）: 3-9.
Narver, J.C. and S.F.Slater（1990）, The Effect of a Market Orientation on Business Profitability, 
Journal of Marketing, 54.Oct.: 20-35.
Porter, M and M.Kramer（2011）, Creating Shared Value: Redefining Capitalism and the Role of 
the Corporation in Society, Harvard Business Review, January and February: 1-17.（編集
部訳（2011）「共通価値の戦略」『DIAMOND ハーバード・ビジネス・レビュー』6月号：
8-31）。
Teece, D.J., G.Oisano and A.Shuen（1997）, Dynamic Capabilities and Strategic Management, 
Strategic Management Journal, 18: 509-533.
Vargo, S.L. and R.F.Lusch（2004）, Evolving to a New Dominant Logic for Marketing, Journal of 
Marketing, 68: 1-17.
Yunus, M.（2010）, Building Social Business: The New Kind of Capitalism that Serves 
Humanity’s Most Pressing Needs, PublicAffairs.（岡田昌治監修『ソーシャル・ビジネス革
命〜世界の課題を解決する新たな経済システム』早川書房，2010年）。
井上崇通・村松潤一編著（2010）『サービス・ドミナント・ロジック〜マーケティング研究への
新たな視座』同文舘出版。
大室悦賀・大阪 NPO センター編著（2011）『ソーシャル・ビジネス〜地域の課題をビジネスで
解決する』中央経済社。
谷本寛治編著（2006）『ソーシャル・エンタープライズ〜社会的企業の台頭』中央経済社。
（2015）『ソーシャル・ビジネス・ケース〜少子高齢化時代のソーシャル・イノベー
ション』中央経済社。
中小企業庁編（2008）『中小企業白書［2008年版］』日経印刷。
（2014）『中小企業白書［2014年版］〜小規模事業者への応援歌』日経印刷。
（2015）『中小企業白書［2015年版］』日経印刷。
名和高司（2015）『CSV 経営戦略』東洋経済新報社。
藤岡芳郎（2014）「価値共創の企業戦略と組織運営〜サービス・ドミナント・ロジックをもとに」
『消費経済研究（日本消費経済学会）』３（通巻（35））：131-144。 
（2015）「流通国際化における新たなフレームワークの導出に向けた一考察〜タイ国市
場調査をもとに」『大阪産業大学経営論集（大阪産業大学学会）』16：101-123。
村松潤一編著（2015）『価値共創とマーケティング論』同文舘出版。
（2016）『ケースブック　価値共創とマーケティング』同文舘出版。
味の素グループ（http://www.ajinomoto.com/jp/activity/csr/ghana/）（検索日：2016年１月27
日）。
（20）
